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三
上
祥
子
さ
ん

４洛西
ニュ

ータウン通
信

１月15日

自然がいっ
ぱい！

第3回

都検
西京区編
京 定

めざせ
「西京区博士」
だにょん！

　京都検定１級を取得されている西京区在住の方から、西
京区にまつわる問題の出題・解説をしていただきます。ぜ
ひ挑戦してみてください。

　江戸幕府第５代将軍である徳川綱吉の生母桂
け い

昌
しょう

院
い ん

が、堂宇
を寄進した際に「遊龍松」も移植されたと伝わる。
　五葉松が大変育ちにくいとされる西山地区にもかかわら
ず、この遊龍松は樹齢600年以上といわれる見事な天然記念
物である。息を飲むほど素晴らしいこの松は、横枝の全長
が約37mもあり京都三大美松（金閣寺の陸舟の松、宝泉院
の近江富士型の松）の一つに数えられている。
（解説：京都観光文化を考える会・都草理事　中江好喜さん）

（ア）遊龍松 回答

今月の植物クロガネモチ（モチノキ科）
　　　 11月～２月

　　　 小畑川川岸　新林池公園

豆知識 常緑高木で、葉柄や若枝が赤紫を帯びるのが
名前の由来。苦労の後、金持ちになる縁起の良い木と

して、庭に植えられる。深緑色の葉に赤い実がよ

く映える。雌雄異株で、雌樹の枝を接木した苗

が植えられるため、極端に雄樹が少ないが、

雌樹の結実はどこでも見事である。

見ごろ
分　布

エコまちエコまち
レターレター♥
家庭ごみが対象

〈
西
京
・洛
西
エ
コ
ま

ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

問西京エコまちステーション （☎366・0192）
　洛西エコまちステーション （☎366・0194）

 資源物　区役所・支所で随時回収
　分別し、リユース・リサイクルすること
でごみは生まれ変わります。区役所・支所
では、随時資源物を回収しておりますので
ぜひご利用ください。
区役所・支所正面玄関
てんぷら油・リユースびん・蛍光管（サー
クル管・直管）・乾電池・充電式電池・紙パ
ック・小型家電
※小型家電は横40㎝×奥行40㎝×高さ30㎝
以下のもの

インクカートリッジ・使い捨てライター・
水銀体温計・水銀血圧計・記憶媒体類・ボ
タン電池

西京・洛西エコまちステーション窓口
（区役所・支所内）

　

判
断
能
力
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
、
知
的
・

精
神
障
害
者
等
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
の
担
い
手
と
な
る
、

生
活
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問

へ
。

問
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
394
・
５
７
１
１
）

時
①
１
月
19
日
（
火
）
②
２
月
24
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
（
受
付
１
時
30
分
〜
）

所
①
西
文
化
会
館
ウ
エ
ス
テ
ィ
②
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス

申
・
問
①
は
１
月
18
日
（
月
）
ま
で
、
②
は
２
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
394
・
５
７
１
１
、
平
日 

午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
へ
電
話
で
。

　

12
月
10
日
、
区
民
と
市
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
西
京
区
市
政
協
力
委
員
連
絡
協
議
会
の
各
学
区
・
地
域
の
会
長

の
方
々
と
門
川
大
作
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
小
石
玖
三
主
世
話
人
代
表
か
ら
、
西
京
区
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
対
し
て
門
川
市
長
へ
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
更
な
る
西
京
区
の
活
性
化

に
向
け
て
、
ご
指
導
を
賜
り
な
が

ら
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
、
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

門
川
市
長
か
ら
は
、
日
ご
ろ

か
ら
市
政
並
び
に
区
政
の
推
進

に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

い
る
皆
様
へ
の
感
謝
の
言
葉
と

と
も
に
、
西
京
区
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
子
育
て
し
て
よ
か
っ

た
と
実
感
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
、
と
の
力
強
い
決
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　西京区の善峯寺にある国指定の天然記念物の
木はどれか。

問題

（ア）遊
ゆ う

龍
りゅう

松
ま つ

　　　　　　（イ）九
こ こ

重
の え

ザクラ

（ウ）火
ひ

伏
ぶ

せのイチョウ　（エ）光
こ う

琳
り ん

の梅
う め

　

災
害
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
被
災
者
支
援
活
動
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
・
見
学
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。
西
京
区
で
は
西
文
化
会
館

ウ
エ
ス
テ
ィ
、
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
を
設
置
場
所
に
選
定
し

て
い
ま
す
。

少
年
を
明
る
く
育
て
る
西
京
大
会

　

12
月
６
日
、
樫
原
小
で
、
西
京
少
年
補
導
委
員
会
に
よ
る
「
第
45
回
少

年
を
明
る
く
育
て
る
西
京
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
小
の
和
太
鼓
部
に
よ
る
力
強
い
演
奏
で
幕
を
開
け
た
今
大
会
で
は
、

石
田
裕
之
氏
に
よ
る
「
今
ど
き
の
子
ど
も
と
大
人
の
か
か
わ
り
方
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
地
域
で
子
ど
も
を

見
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て
幅
広
い
活
動
に
取
り
組

み
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
の
う
ち
、
そ
の
内
容
が
特

に
優
れ
て
い
る
と
し
て
、
次
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◯
平
成
27
年
11
月
13
日　

秋
の
褒
章
伝
達
式

　
　

藍
綬
褒
章   　
　
　
　
　
　
　

井
上　

あ
い
子
（
福
西
）

◯
平
成
27
年
12
月
３
日

　
　

優
れ
た「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
」推
進

　
　
　
　
　
　
　
　

に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　

 

竹
の
里
小
学
校
放
課
後
ま
な
び
教
室
実
行
委
員
会

（
敬
称
略
）

区
市
政
協
力
委
員
と
市
長
と
の
活
発
な
意
見
交
換
の
場

市
政
懇
談
会
を

市
政
懇
談
会
を

　
　
　
　

    

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会
をを

　　

     
     

開
催
開
催
し
ま
し
た

し
ま
し
た

区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

◆
生
活
支
援
員
：
利
用
者
の
自
宅
等

を
週
１
回
〜
月
１
回
程
度
訪
問
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
助

言
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援
な

ど
を
行
う
臨
時
職
員
。

◯
平
成
27
年
11
月
20
日　

全
国
社
会
福
祉
大
会

　
　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰　

 

岩
本　

隆
昭
（
松
陽
）

　

永
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、
社
会

福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業　

生
活
支
援
員
募
集
中
！

おめでとうございます

再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。 市　民　し　ん　ぶ　ん　西京区版　　 第２４１号　　平成２８年１月１５日　（４）


